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時事評論家 増田俊男

金融バブル崩壊はまだ先！ 

今朝のラジオ放送でもお答えしましたが、ここのところ NY ダウやニッケイが急落したこと

から、いよいよ「金融バブル相場の崩壊か」と考える人が増えてきました。 

放送では「そんなことはありませんよ」とお答えしておきました。 

前回の本誌（4 月 3 日号）で述べた通り、EU はユーロ圏の数百兆円規模（500 兆円を上回

る）の債務危機に対してわずか 800 億ユーロ（約 8 兆円）の、言わば「見せ金」を 5,000 億ユ

ーロ（約 55 兆円）に膨らませてこれからユーロ圏の信用危機の Fire Stone(安全網）にしよう

としている。 

すでに昨日（4 月 4 日）、スペインの国債入札不調でスペイン国債利回りは年初来の上昇とな

り、今やイタリア国債利回りも上がり始めた。 

ギリシャやポルトガルは EFSF(欧州金融安定化基金)と IMF(国際通貨基金)で救済出来たこ

とになっているが（実際は神のみぞ知る）、スペイン国債危機だけでも上記安全網では力不足、

イタリアにも危機波及となれば全世界の協力を得ても救済不能！ 

「ユーロは 2009 年 10 月に破綻した」と私は言ってきたが、それは事実であり真実である。

しかし市場は、必ず事実認識に戻るのは確かだが、通常は真実とは裏腹に動くものである。（い

や動かされるもの） 

 

今年の末までにアメリカを筆頭に、フランス等主な先進国でトップ再選か交代かを決める選

挙がある。また日本の衆議院の解散も決まっている。（時期は次回の本誌で予言する） 

従って主な先進国首脳は再選を目指し何が何でも株価を上げて景況感を煽る必要がある。そ

の為財政再建より自らの当選を最優先する金融、財政政策が続くので商品価格と債券価格は下

がるが株価は下がりようがないのである。 

 

「ここ一番！」の読者には「一カ月かけて上げた分を取り消すには 3 日もあれば十分」と言

ったが、NY もニッケイも数日間で「元の木阿弥」の様相。 

ならばここからは売りか？ 

答え：NO! 

 

「ここ一番！」と「小冊子」の読者からの質問に迅速にお答えしています。 

 

 

 
 

 
 

完売間近！増田俊男の小冊子『ヨーロッパから送る「小冊子」』Vol.34 
増田俊男の小冊子 Vol.34 が完売間近となりました。お申込みはお早めに！ 
＊5 月解散説 ＊マネーの津波が世界へ押し寄せる ＊ドラギ ECB 総裁のギャンブル等 
全 13 章からなる小冊子。完売の場合はコピー版の送付となります。 
定期購読（6 冊、12 冊）も絶賛受付中！お申込みは増田俊男事務所（TEL：03-3955-6686）まで

 「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前に株式会社増田俊男事務所（℡03-3955-6686）までお知らせ下さい。 


